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　女性向け月刊誌「フォアミセス」に連載さ
れ、「我が家でも起こり得る出来事。他人事
とは思えない」などと反響が広がった「陽の
あたる家～生活保護に支えられて～」（作：
さいきまこ　秋田書店）が昨年12月に単行本

化。監修した生活保護問題対策全国会議の小
久保哲郎弁護士も「生活保護を正面からテー
マにした作品はおそらく初めて。生活保護な
どけしからん、と思う方こそ、ぜひ」（毎日
新聞）と語るマンガ。おすすめです。
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一
時
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の
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こ
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０
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３
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し
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、
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５
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黒
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に
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休
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募
集
し
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も
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が
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ま
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な
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つ
ま
り
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。
職
員
は
日
常
的
に

１
人
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お
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な
る
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を
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ら
に

人
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は
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用
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け
入

れ
も
人
数
も
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限
し
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さ
ら
な

る
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に
も
つ
な
が
る
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こ
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対
し

回
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上
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を
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０
・
01
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の
上
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実
現
し
た
。
組
合
で
が
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た
成
果
は
あ
っ
た
が
、
黒
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っ
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約
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素
晴
ら
し
い
経
営
理
念
や
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領
を
掲
げ
て
も
、
労
働
者
が
心

身
と
も
に
健
康
で
働
き
続
け
ら

れ
る
環
境
が
な
け
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ば
、
そ
れ

は
活
か
さ
れ
な
い
。
だ
か
ら
こ

そ
組
合
を
強
く
大
き
く
！
と
奮

闘
す
る
仲
間
た
ち
と
と
も
に
、

14
春
闘
を
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気
に
た
た
か
っ
て

い
き
た
い
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岡
）

高宮信一･作
福祉より戦車の2014年予算案

福祉のの未来へへ
大きな一歩

わたしのわたしの

一 歩一 歩
2014

全国青年部
長　石脇の

ぞみさん

　2014年はこちらから青年部がど
んなことをやっているのか、話し
合っているのかなどをニュースや
独自ブログで発信していきたいと
思います。また、スタッフ会議を
してもなかなか集まらないので、
出張しようという意見も出まし
た。こちらから出向いて（出張ス
タッフ会議）、青年の輪がより広
がりやすいようにしていきます。

　一人ひとりのちいさな一歩を合わせ
て大きな力にしていきたい。「～して
も…」「～したところで…」と考えて
しまいがちですが、「してみよう」「こ
うしたい」と一人ひとりが勇気を出し
て踏み出すことで新しい力が生まれ、
立ちはだかる大きな壁を乗り越えられ
る力になるはずです。そういう力を作
って行ける１年にしたいです。

　栃木の青年部は結成して３年目になりました。
少しずつですが、様々な人とつながり、活動する
力も大きくなっています。今年はさらに同じ思い
の仲間たちが集まり、一緒に色々なことにとりく
んだり、話したりできる場所をもっと広げたい。
　　　みんなで考えながら楽しい１年にしていき
　　　　たいです。

　あけましておめでとうございます。
　憲法25条にもとづく福祉制度の確立を求め、３年間の大きな運動とし
て、「福祉は権利！」みんなの一歩キャンペーンがはじまりました。
　各地の青年部長に楽しく・元気に「みんなの一歩」をふみだす新年の
決意を語ってもらいました。

大阪地本青
年部長　大

だい

海
かい

良司さん

　各地の青年の声をたくさん聞いて、実
情や素直な思い、今の青年の要求なども
しっかりとつかんでいきたいと思いま
す。また、来てもらうのを待っているだ
けでなく、自ら外へ出て行って話を聞く
活動も行っていきたいです。話を聞くな
かで学びになることも多いので、たくさ
ん話を聞いて、交流して、学ぶ１年にし
たいと思います。

　北海道青年部部長になって２年目。戸惑うこ
ともありますが、他のメンバーに助けてもらい
活動を進めています。2012年度から始まったス
ポーツフェスタが大好評で2013年度も行いまし
た。毎年の恒例イベントの
ひとつになりそうです。
2014年も若者をはじめ、
みんなで楽しめるとりく
みに挑戦していきたい
と思います！

東京地本青年部
長　佐藤茂喜

さん

北海道地本
青年部長　和

わ

家
け

杏子さん

栃木支部青
年部長　井

上香里
さん

にしててててててていき

りく
い


